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概 要

●実施頻度
●場　　所

●参加者数

●参加者層
●参 加 費

毎年4月第2日曜日
ラブリバー親水公園うぬき、西部公園、
広瀬川サイクリングロード、他
リハーサル大会（平成22年）56名
第1回（平成23年）107名
第2回（平成24年）164名
第3回（平成25年）200名
小学生～70歳代男女
18kmの部：2,000円
33kmの部/43kmの部：3,000円

笑顔を集めるエコ・マラニック

　ランニングを始めた誰もが一度は夢見るのがフルマラソンの完
走です。ところが、県内にフルマラソンの大会はありませんでした。
そこでクラブでは、クラブの活動方針「もっと気軽にEnjoy 

Sport!」のもと、フルマラソンにも気軽に挑戦できるようなコースを考え、地域
資源である公園から立体交差のサイクリングロード（CR）を活用し、ほとんど
車道と交差することのない約43kmコースを作りました。さらに毎年4月の第
2週に開催することにし、菜の花の黄色、ハナダイコンの紫色で色づく桜並木
からスタートできるコースとしました。
　また、ピクニックの要素として、地域のB級グルメ「焼きまんじゅう」をCR
に隣接する店で提供したり、33kmコースは利根川を渡し舟で渡ることができ
るコースとしました。この渡し舟は「コース途中で舟に乗れる」と最も人気の高
いコースとなりました。
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●プログラムの特徴
　「マラニック」とは、「マラソン」と「ピクニック」の造語です。競
走ではなく、春の花咲くコースを参加者それぞれのペースで走り、
時には歩き、ゴールを目指します。制限時間8時間という余裕
のある時間設定も魅力です。コース途中で、渡し舟でショートカッ
トするコースも設定してあります。地域のB級グルメの提供や、ゴー
ル後には地元食材の提供、地域の企業によるマッサージサービ
スの提供など、地元色たっぷりのランニングイベントです。

伊勢崎エコ・マラニック（伊勢崎西部スポーツクラブ）



　大会運営面でも一工夫しました。競走ではない上にCR利用なので、43kmという距離の割に交通整理スタッフ
が少なくて済みます。給水所にカップを置かず参加者各自で持参してもらうことで、ゴミの減量、給水スタッフの
労力低減にもなり、約20名の本部スタッフで対応できています。さらに「エコ」をテーマとし、ゼッケンをとめる
安全ピンも参加者持参を呼びかけたり、ゴール後の軽食をリユース食器で提供するなど、環境意識の啓発にも一
役買っています。
　また、自分達が受けて嬉しいサービスを提供するために、地域の団体や企業と連携しています。地元食材の消
費拡大を推進する団体からトン汁の提供、地元の企業からマッサージの提供、参加賞として地元産ブランド米の提
供などのご協力をいただき、低コストながら参加者には概ね好評で、毎回ゴール地点は笑顔で溢れています。

クラブプロフィール

設立年月日

地 域

運 営
特 徴

連 絡 先

平成21年2月28日（任意団体）
平成24年12月20日（特定非営利活動法人）
群馬県伊勢崎市西部地区（郊外型商業施設の進出に伴う宅地開発により、新たな世代が転
入し人口が増加している地域）
会員数　151名（平成25年3月現在）　予算規模　約760万円（平成24年度決算）
平坦、長い日照時間、市内を貫く河川、河川沿いに整備されるサイクリングロード、隣接す
る大規模公園など、地域資源を活用して、ランニング、ウォーキング、カヤックを中心に「スポー
ツの見えるまちづくり」を掲げて活動しています。
〒372-0812　群馬県伊勢崎市連取町3038-2
TEL：0270-22-2338　FAX：0270-75-1006
E-Mail　fact@beige.plala.or.jp 
クラブHP　http://wind.ap.teacup.com/seibusports/
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一工夫で「エコ」と「嬉しさ」を

　記念すべき第1回大会の約1ヶ月前に東日本大震災が発生、全国のマラソン大会が中止となる中、クラブスタッ
フの誰からも中止の言葉は出ず、予定通りのサービス提供を心がけました。準備段階では、協力店から食材、水、
燃料がなくなり、提供する給水・給食物、スタッフの移動燃料確保等、不安はありましたが、幸い開催直前には
落ち着いて無事に開催することができ、当日は多くの笑顔に囲まれました。この経験、そして未だ復興途上にある
被災地を忘れないために、第2回大会以降、参加費の10％を被災地に送金しています。
　今後、被災地への継続した支援活動、伊勢崎の魅力の再発見、市外への発信を図るためにも、多くの団体や企業、
そして行政と連携して、ランニングを核として多くの方で賑わい、地域の活力向上に貢献できるイベントになること
を夢見ています。

（特定非営利活動法人伊勢崎西部スポーツクラブ　理事長　平林　和己）

被災地の復興支援のために


